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代表 竹信三恵子 
  

代表や役員を名乗り出てくださる方がみつから

ず、存続が危ぶまれていた当研究会でしたが、

このほどようやく、今後も続けられる態勢を整

えることができました。ここに至るまでの困難

を乗り越えることができたのは、ひとえにみな

さまのおかげと感謝しています。 

私が代表を引き受けたのは、2019年のことで

す。ＳＳＷＷは、担い手の多忙化などで閉じる

ことが決まりかけている、とも聞いていました

ので、突然の代表の打診には驚きましたが、伝

統ある会をなくしたくないという依頼者の方々

の熱意に押され、とりあえず１年だけと引き受

けました。 

ところが、その翌年の2020年3月からコロナ

禍が猛威を振るい始めました。対面の会合がで

きず、セミナーをオンライン方式に切り替える

など初めての取り組みに忙殺され、参加者を途

絶えさせない魅力あるセミナーのテーマ設定に

も奔走せざるを得ず、辞めるどころではなく

なってしまいました。 

ようやくその山を乗り越えて一息ついたとき、

やってきたのが、今回の後継難でした。 

みなさまのご協力を得て、何人もの方に代表就

任を打診したのですが、いずれも不調に終わり

ました。やむなく規約を改正して2期までの任期

を3期に延長し、後任探しのために常任委員一同

頑張りましたが、それでも見つかりません。 

もう閉会しかないのかという瀬戸際に来て、会

員の方々のご意見を広くうかがうため、「存続

検討委員会」を開くことにしました。検討委で

は、研究者と現場の働く女性たちが対等な立場

で研究を重ねるという会の先駆性から、存続す

べきという点では一致しました。にもかかわら

ず担い手が出ないのは、研究者も企業で働く

人々も、多忙化と非正規化によって余裕が失わ

れているからではないかということになり、業

務をできる限り簡略化して「だれでも担える

SSWW」を目指すしかないということになりま

した。 

常任委員の数や業務を減らし、会誌も紙媒体か

らWEB掲載の電子ジャーナルへ転換することに

しました。これを機に、会費の大幅な引き下げ

も提案されました。その論議の過程で、代表を

引き受けてもいいという方がついに現れまし

た。すると、それまでの困難がうそのように、

他の役員も決まっていき、このほどようやく、

継続へ向けて陣容を固めることができました。 

薄氷の継続決定でしたが、これも、みなさまの

SSWWをなくしたくないという熱い思いと、

数々の協力の賜物です。 

私 は 今 期 を も っ

て、6年間の代表とし

ての役割を終えるこ

と が で き、い ま、困

難 を 超 え て 次 期 の

方々に引き継ぐこと

ができた喜びを噛み

しめています。支え

てくださった会員の

みなさまに改めてお

礼を申し上げます。 

 研究会、存続のめどがたちました 
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 CEDAW対日勧告（総括所見）と女性労働  

６月１４日（土）オンライン開催（参加者64名） 

講師： 浅倉むつ子さん 

（早稲田大学名誉教授・女性差別撤廃条約実現アク

ション共同代表、国際女性の地位協会共同代表） 

昨年、11月に女性差別撤廃委員会（CEDAW）

から総括所見（勧告）がだされた。勧告を女性労

働分野で活かしていくにはと、お話を受け話し

合った。 

浅倉さんは、①最初に女性差別撤廃条約の基礎

知識、②選択議定書と地方議会の意見書採択、③

CEDAWによる日本審査と総括所見、④総括所見

を受けて雇用分野の法改正について話を進めた。 

勧告は全体では60パラグラフがあり、雇用分野

では11項目ある。とりわけ、Ｃの「同一価値労働

同一賃金原則の効果的な実施と男女間賃金格差の

解消」では細かく勧告されている。しかし、日本

では、労基法4条で「女性に対する賃金差別を禁

止する」とあるが、「同一価値労働同一賃金」へ

の言及はない。①労基法４条や労働契約法に同原

則を書き込む。②紛争解決機関が職務評価能力を

もつ「独立専門家」に評価を依頼できる仕組み

を。③パート・有期雇用労働法８条の「合理的と

認められない相違の有無」の判断に職務評価を用

いる仕組みをつくることが必要。 

日本では、差別されている本人が救済申立てを

行う。裁判では原告側に立証責任があり、勝訴し

てもその効果は本人のみで、職場内の賃金差別の

構造を是正させることは難しい。しかし、海外で

は、イギリス（平等法、2017年）、ドイツ（賃

金透明化法、2017年）、フランス（男女間の賃

金 格 差 是 正 に 関 する施 行 令、2019 年）、EU

（EU賃金透明化指令、2023年）など、個人救済

からプロアクティブモデルへの動きがある。

2022年から女性活躍推進法で男女の賃金差異の

公表義務が課されたが、開示義務だけでは限界が

ある。国際基準にそったプロアクティブな仕組み

の法改正が必要である。 

また、間接差別については、対象範囲を拡大す

る均等法改正に加えて、労基法４条も間接差別を

禁止する規定とする必要がある。 

ハラスメントついては、4種類のハラスメント

を立法の中で別々に規定している。セクハラやマ

タハラは均等法、ケアハラは育児・介護法、パワ

ハラは労働施策総合推進法にである。しかも、明

確な定義はなく、努力義務になっていることが問

題である。ILO190号条約（労働の世界における

暴力とハラスメントの撤廃に関する条約）は、

「包括的、統合的でジェンダーに対応したアプ

ローチ」をするとしている。この条約を批准し、

法改正することが必要である。 

日本は人権施策が貧困である。2024年総括所

見で指摘された選択議定書も批准していない、包

括的反差別法もない、国際人権機関もない、マイ

ノリティ女性への目配りもない、性と生殖の健康

と権利や雇用分野での法改正など繰り返し指摘さ

れている。ジェンダー平等問題に共通している選

択議定書の批准をすれば、個人通報により国内の

判決が国際人権委員会の審査を受ける可能性が生

まれることの影響は大きい。裁判官は、国際条約

のレベルを十分に考慮した判決を下すことにな

り、日本の司法は変わるはず。 

参加者からは、労働法制に関わる問題点や改正

点など積極的な発言があった。労働政策審議会の

同一労働同一賃金部会での審議もされているので

注視が必要。雇用管理区分の問題、正規と非正

規、雇用労働者とフリーランスなどの分断を許さ

ないこと。差別に対する日本社会の未成熟さや差

別について私たちが共有していないとの指摘も。

今後の運動への足掛かりにもなる充実した「研究

例会」になった。  

             （こじま やえこ） 

  研究例会１ 報告   

 小島 八重子 （会員）    

『女性労働研究』（バックナンバー） 

購入等ご協力のお願い 
 

 『女性労働研究』は現在６９号まで発行してい

ます。今後はweb化を予定しています。 

 コロナ禍以降、会誌の在庫が増えました。でき

るだけ在庫を減らし、会の運営のスリム化を図り

たいと考えています。 

 当会の会誌は、その時代、時代の女性労働の問

題を扱った貴重な財産です。会誌の有効活用につ

いてご協力をお願いいたします。  

 会員のみなさまには、６９号～６０号は２割引

き、５９号～４０号は無料にてお譲りします。 

詳しくは同封のチラシをご覧ください。 
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３  ご意見・感想など(21 件の回答） 

・とてもタイムリーなすばらしい企画でした。

ジェンダー視点から労働法を長年研究してこら

れた浅倉先生のお話に触れる機会は得難いもの

でした。竹信さんの冒頭のご挨拶、目配り効い

た質疑応答の進行にも感銘を受けました。私自

身は均等法６年目の入社ですが、長い間均等法

が労働者の男女平等にどのように寄与したの

か、実効性を持ってきたのか、いまひとつよく

わからないできましたので、制定から４０年の

今年、ＣＥＤＡＷの対日勧告に合わせて考える

よい機会になりました。本当にありがとうござ

いました。 

・総括所見の概要がつかめてよかった。「個別救

済申し立て制度の限界」は常々感じていること

だが、「プロアクティブ法制へ」という取り組

み方法を知ったことは収穫だった。今回の報告

内容は「雇用分野」に限定されていたので、フ

リーランスの現状を少しアピールできたことは

よかった。「ハラスメント根絶」など人権にか

かわる問題は、雇用、任用、業務委託・自営業

など就業形態を問わず、共に連携して取り組め

る結節環だと思う。実際には、フリーランスへ

の社会保障の欠如や労働法的権利が保障されて

いないことも人権問題だと考えているが。 

 ・女性労働に関する議論をもっと進め、差別禁

止法の制定を強く求める必要を感じました。 

・正規でも非正規でも女性への賃金差別を是正で

きる法制度を求める新たな運動が必要ですね。

賃金格差や間接差別をなくするために勧告を活

かす運動が必要と改めて思いました。                  

・とても勉強になりました。選択議定書批准の意

義（司法判断に条約を適用させる力になる点な

ど）もよくわかりました。均等法から40年。

これほどの差別が温存されている現状を変えて

いきたいです。 

・ILO１１１号条約など国際基準に日本が達する

までの道のりの遠さが実感された。   

・中国電力の男女の図をみて、統計的には圧倒的

に男女格差があるにもかかわらず、裁判ではそ

れが認められないということに衝撃をうけまし

た。労働時間などとのクロスが必要なのでしょ

うか。業績評価も含め統計的データをきちんと

そろえて裁判には望むべきなのか。あれこれ考

えさせられました。 

・ご講演は分かり易く分析されていて大変良かっ

たと思います。レジメの27Pで「同一価値労

働同一賃金を実現させる方法」として、①、

②、③と挙げておられました。私自身京ガス事

件の原告として国際基準の職務評価を実践し、

京都地裁で勝利判決を得ましたが（2001

年）、その後24年が経過しても何も変わって

いないことに、もどかしい思いがあります。一

刻も早く、労基法4条に同一価値労働同一賃金

原則を書き込み、独立機関を設置し、パート・

有期労働法8条の判断に職務評価を用いること

を決定し、実践して欲しいですし、そのために

有効な運動をどのようにして作っていけばいい

のかぜひ議論したいと思いました。私自身、長

年にわたって様々な運動をしてきましたが、少

しも改善されないことに希望を失いそうです。

浅倉さんが言われた「差別禁止法が必要」とい

う意見に賛成です。  

研究例会1  (2025.6.14) アンケート集約   

１.「研究例会1」全体を通じて（26件の回答） 
２．今回、「CEDAW対日勧告（総括所見）と女性

労働」についてとりあげました。報告の内容につい

て（26件の回答） 

満足 88.5％ 

やや満足 11.5％ 

満足 92.3％ 

やや満足 7.7% 
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・CEDAW対日勧告の意義について考えるよい機会

となった。勧告では、法制度の改正のうち、民法

における再婚期間の廃止と婚姻最低年齢の男女同

一化、優生保護法による被害者救済、刑法におけ

る性犯罪規定改正、精神的暴力からの保護を規定

したDV法、公職に立候補する男女の数を均等に

という政治分野候補者に関わる男女共同参画法が

評価された。他方で、これまでの勧告にもかかわ

らず対応が進んでいないとされるのが、選択議定

書の批准、雇用分野、選択的夫婦別姓、慰安婦問

題、婚外子差別などである。今回は、新たに、沖

縄米軍による性暴力、女性議員を増やすための供

託金減額措置、同性婚などの領域が対象となっ

た。政府の取り組み状況がわかる。 

  雇用分野の遅れでは、ステム（基幹）分野の専

門職の女性割合を増やす暫定的特別措置、管理職

女性割合目標の30％から50％への引き上げ、同

一価値労働同一賃金原則の効果的な実施、雇用に

おける男女格差の特定方法、女性の正規雇用の増

加、パワーハラをなくする取り組み等があがり、

より上位の目標の達成が求められている。 

  同一価値労働同一賃金の実現は男女均等の要で

ある。浅倉さんは、賃金差別（兼松）や昇格差別

（芝信用金庫）の判決はでたが、原告側には立証

責任があり、とくに非正規で賃金差別を闘うハー

ドルが高いこと、労働契約法20条をめぐる非正

規の賃金差別訴訟では、退職金と賞与について不

合理性が否定されている点にふれ、①労基法4条

や労働契約法に同原則を書き込むことや、②紛争

解決機関が職務評価能力をもつ「独立専門家」へ

の評価依頼の仕組み、③パート・有期雇用労働法

8条の「合理的と認められない相違の有無」の判

断に職務評価を用いる仕組みが必要と指摘する。

また、個別救済申立制度の限界にもふれ、差別が

違法とされても、使用者が認めない限り昇格請求

は認められにくく、損害賠償で終わる。勝訴の効

果は本人に限定され、職場の差別構造が是正され

る保障はないとも語った。                 

  それを打ち破る道として、使用者に男女間の賃

金格差に関する情報開示を法的に求めるプロアク

ティブモデルへの転換を指摘された。ヨーロッパ

では、2017年に英独、2019年に仏で成立し、

2023年の「EU賃金透明化指令」につながっ

た。日本でも「女性活躍推進法」により2022年

から301人以上の一般事業主には男女の賃金差

異を公表する義務があるが、男性の正社員を

100とする比較ができず、中途半端なものにと

どまる。また、「賃金差」の公表だけでは是正に

つながりにくい。日本でも、国際基準に沿ったプ

ロアクティブな仕組みが必要であるとする。 

  続けて、近年初めて間接性差別が認められた

AGCグリーンテック事件（2024年5月）を紹介

された。今後は、均等法改正による間接差別の対

象範囲の拡大と労基法における間接差別の禁止規

定の改正が法的裏付けとなるという指摘に、打開

の展望が垣間見えた気がした。 

  選択的議定書の批准は、なお日本にとって最重

要課題である。国会が一日も早く批准への取り組

みをすすめ、政府もCEDAWへの報復措置を取り

下げ、良好な関係を築いてほしいと思った。 

４ 「研究例会」などでとりあげるテーマなどがあ
りましたらお書きください（5件の回答）。 

・非正規労働の現状 

・フリーランス、転職など多様な働き方。新卒一括

採用＆終身雇用（定年まで１つの企業で働く）こ

との功罪と今後について。 

・ＡＧＣグリーンテック事件、会社の事後対応も含

め原告の方のお話をうかがいたいと思いました。 

 

 2025年女性労働問題研究会総会の開催 

 とき：2025年9月23日（火・祝日）1３時30分～14時1５分 
   第４０回女性労働セミナー開始前の時間で行います。 

  ところ：平和と労働センター・全労連会館２Fホール 
    （東京都文京区湯島2-4-4 TEL：03-5842-5610 ） 

     

  ●議案書は8月末ごろにお送りします。 
  ●今年は、役員改選の選挙が行われます。 

  ●会員のみなさまのご参加をおねがいします（Zoom参加可）。 

  ●投票ならびに「書面決議」にご協力ください。 
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 この度、『労働をめぐる

シスターフッド～プロレタ

リア文学・フェミニズム・

労働研究』の紹介をさせて

いただくことになった。女

性労働問題研究会にて重責

を担ってこられた(故)本間重

子さんの訃報を筆者が知っ

て丁度1年目というご縁から

である。本間さんとは全国

地域女性史研究交流の集いで出会い、現代の労働

問題を歴史の眼で読み解きたいという共感がお互

いにあった。 

 本書は「文学」「運動」「研究」を切り口とし

て戦間期における女性同士の連帯の可能性を探

り、今日的課題への糸口となることを願って発行

された。WEB公開されている序章〔試し読み〕に

よって、文学・思想史・教育学・歴史学などの研

究者6名の論文が相互に関連する妙味を知ること

ができる。小説家の中本たか子・松田解子・佐多

稲子が描く文学作品、「働く女性の家」をつくっ

た奥むめおの願い、東京モスリン沼津工場の女性

組合員の動向とその工場茶話会での多様な要求等

が考察されている。 

 女性労働問題研究会会員の広瀬玲子さんは、丸

岡秀子『日本農村婦人問題』や三瓶孝子『日本綿

業発達史』による繊維労働者を創出した農村の有

様と紡績労働の研究について論究した。 

 拙稿では桟敷（さんじき）ジョセフィン（よし

子）の倉紡万寿工場の女子寄宿舎・教化係時代を

考察した。札幌生まれの桟敷には自伝『永遠なる

青春～ある保健婦の昭和史』があり、『日本女子

大学学園事典』・倉敷紡績社史・社会運動人名事

典に記載される社会運動家ながら、ほとんど知ら

れていない。               

 桟敷は、教化係についた2年後の1930年に倉

紡万寿工場争議を若年女子労働者621名とともに

10日間闘った。同争議は「生理休暇」を紡績争

議でいち早く要求したことで知られる。高等教育

をうけた桟敷は、企業内教育や独自の学習グルー

プで「女工さんたち」との信頼と連帯をつちかっ

た。 

 倉紡は産業合理化（合理化・適材適所・生産

性）のために、「生理」の労働作業への影響をい

ち早く研究した。筆者は倉敷労働科学研究所の成

果を、桟敷が常識講話として母体保護の立場でと

り入れ、争議要求の一つとして結実したものと考

えている。                         

              （きし のぶこ） 

 

  

新著紹介～労働をめぐるシスターフッド 

  岸  伸子（札幌女性史研究会） 

 女性労働問題研究会の役員選挙を実施いたしま

す。次期については、竹信代表をはじめ3期務め

た役員が退くため大幅な交代となります。今期は

存続検討委員会を立ち上げ、だれでも担える仕組

みづくりを目指し、会の今後について7回に及ぶ

討議を重ねてきました。そのため、「通信」の前

号でお知らせのように、役員選考委員会の立ち上

げは遅れましたが、6月中に役員候補者の選考作

業を終え、7月下旬選挙管理委員会による告示、

選挙（信任投票）実施の見通しです。9月の総会

での承認に至るようご協力をお願いします。 

 また、スタッフも入れ替わりがございます。会

員の皆様には、総務財政スタッフや企画編集ス

タッフとして新たに会運営にご参加いただきた

く、お力をお貸しいただくことを切にお願い申し

上げる次第です。 

 なお、来期からは、『女性労働研究』や「女性

労働通信」がウェブ版となります。ホームページ

掲載などの経験をお持ちの方にも是非ご協力いた

だきたく存じます。記事企画を寄せていただける

方も大歓迎です。 

   次期スタッフをお引き受けいただける方からの

ご連絡をお待ち申し上げます。 

【連絡先】 <ssww@ssww1950.sakura.ne.jp> 

【締め切り】 2025年8月1５日（金） 

役員選挙のお知らせとスタッフ募集のお願い 

辻智子・水溜真由美編著『労働をめぐるシスターフッド

～プロレタリア文学・フェミニズム・労働研究』北海道

大学出版会、2025年3月25日、230頁、定価4500円＋税 
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第40回女性労働セミナー★リアル＆オンラインを 

9月23日(火・祝日)に開催します。 

★詳細は、同封チラ

シをご覧ください。

チラシは、お知り合

いへのお声がけにも

ご活用ください。 
チラシはHPにアクセスして、ダウンロードしてください。 

  https://ssww1950.sakura.ne.jp/ssww/  

2025 年 4 月 28 日（月）14 時 ～ 16 時 14 分、   

Zoom（出席）竹信・加藤・小島・北口・池田・ 

鷲 谷・中 野・堀 川・佐 伯・北・矢 野・鈴 木・伊

藤・冨田・石井（15名）  

＜報告＞ 

１．毎日学術フォーラムとの契約内容の変更 

 次回契約時、価格改定が予定（値上げ） 

２．『会誌』印刷費の見積もり（報告：佐伯） 

＜議題＞ 

１．今後の役員体制について（役割分担） 

２．常任委員・スタッフの決め方 

選挙方式変更の提案があったが、臨時総会の開

催が間に合わないことから、次期役員について

は、従来通りの方式で選出することになった。 

３．規約改正について 

一旦は次期の課題としたが、負担が重いので、

その後、現常任委員会で原案を作成することに

なった。提案された会費の減額についても規約

改正が必要となる。 

４．会誌の処分について 

    常任委員会で検討を継続する。 

2025 年 5 月 29 日（木）19 時 ～ 20 時 50 分、

Zoom（出席）竹信・加藤・小島・池田・鷲谷・ 

中 野・伊 藤・北・佐 伯・鈴 木・堀 川・橋 本・矢

野・廣森（14名） 

＜報告＞ 

・第4回常任委員会での主な決定事項 

＜議題＞ 

１．今後の会の方向性について最終確認を行っ

た。  

２．常任委員会で検討中の規約改正案について 

  常任委員会で作成中の改正案について討議し、

一部修正を付け、大筋で合意した。 

３．存続検討委員会は今回で最終とすること、6

月 末までに検討結果をまとめ、「最終報告」

を常任委員会に具申することが決まった。文案

作成者として、堀川、佐伯の両名が選出され

た。 

２０２４年度 第6回存続検討委員会 

２０２４年度 第７回存続検討委員会 

 

 

 開催日時  9月23日（火・祝日）14：30～１８：００ 

 会  場  全労連会館2階ホール 

 基調講演  竹信三恵子さん（SSWW代表） 

 パネリスト 伍賀一道さん・蓑輪明子さん・堀川祐里さん・栗原香さん 

女性労働問題の現在地 

https://ssww1950.sakura.ne.jp/ssww/
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 2024年の女性労働問題研究会総会（2024年

9月16日）でSSWW存続検討委員会の設置が決

まりました。構成メンバーは、拡大常任委員、総

会前のアンケートで参加の意向を示した会員、総

会後に参加を希望した会員で総数26名でした。実

際には以下の通り、オンラインで7回の会合をも

ち、8名から15名の参加者により各回２時間程度

の時間をかけて検討を重ねて参りました。 

第１回2024年10月31日(木)、第２回2024

年12月19日(木)、第３回2025年 1月19日

( 日 )、第 ４ 回 2025 年 2 月 23 日 ( 日 )、第 ５ 回

2025年 3月29日(土)、第６回2025年4月28日

(月)、第７回2025年5月29日(木) 

この存続検討委員会が設けられた背景には、新

役員選出の見通しが立たない、財政の問題、編集

委員の仕事や通信発行などでは役員の負担が大き

い、そしてSSWW存続の意義があるのかという疑

問、などがありました。これらをいかに解決して

存続していくかを検討してきたわけです。このよ

うな事態はしかし今回が初めてではなく、SSWW

の歴史のなかでは何回も繰り返されてきた議論で

あり、その度に時宜にかなった対応を取ってきた

といえます。 

存続検討委員会は、5月におこなわれた第7回を

もって終了し、今後の方向性に関しての意見がま

とまりましたので、ここにご報告いたします。 

（1）セミナーを中心の企画にして、可能なら研

究例会を開催する。 

（2）『女性労働研究』をセミナー報告中心の内

容で構成するとともに、WEB化をおこなう

（本発刊費の削減、編集作業負担の軽減、郵

送費削減のため）。セミナー報告が数年分蓄

積されたら、何年かごとに本にして出版する

案が出ている。 

（3）「女性労働通信」のWEB化をおこなう（印

刷作業の省略、郵送費削減のため）。 

（4）WEB担当者を置く（有償ボランティアとす

る案が出ている）。 

（5）『女性労働研究』の在庫の保管分を減らす 

  （事務局と小島さん宅預かり分について。保

管費用削減のため）。方法として、総会・セ

ミナー参加の新入会員に贈呈、すいれん舎に

寄贈する案が出ている。 

(6) 次期役員の選考方法は従来通りとする（存続

検討委員名簿から候補者を打診する）。 

(7) 定期購読者（購読会員）については、会員へ

の変更（入会）の要請文を発信する。詳細に

ついては今後検討する。 

(8) 規約改正については、現常任委員会で修正案

を作成し、次の総会で諮ることを提案する。 

①「常任委員会」の名称は変更しない（規約第4

章 機関）。 

②役職名は一部変更とする。代表1名はそのま

ま、副代表2名は事務局長１名と副代表（企

画編集委員長）１名、副代表補佐2名は削除

し、他は常任委員若干名とする＜規約第5章

役員規約改正＞。 

※選考は改正前の規約に基づいて行うため、改正 

 後にこの名称となる。 

※常任委員の仕事内容について、規約に追記する 

 （追記案は下線部、第12条④「常任委員は、

会計、通信発行、企画、会誌の編集等、必要な

業務を行う」）ほか、規約とは別に、その他の

常任委員の役割を詳細に記しておいたほうがよ

いのではないかとの提案がなされた。また、役

員交代では年度が跨がる企画があるため、丁寧

な引き継ぎが必要であることが確認された。 

③会費の削減案が提示された＜規約第6章会計規

約改正＞。 

※会費は正規と非正規を区別せず、一律3000円

とする。 

※セミナーの参加費は別途徴収する（会場費や非 

 会員の報告者への謝礼、「毎日学術フォーラ 

 ム」への業務委託費もあり、赤字が拡大するこ 

 とを防ぐため）。 

※「毎日学術フォーラム」への委託をやめる選択 

 肢は、今後の運営の様子をみて検討することも 

 視野にいれる。会誌の在庫を減らすことが急務 

 であり、常任委員会として検討が必要である。 

※規約第3章会員 第6条の会員の特典として、セ

ミナーへの参加だけでなく会誌への投稿があ

り、これは存続すべきである。 

※会計年度は8月1日～7月31日に変更する。 

④役員選考委員会は存続させる。信任投票は、全 

 員投票から総会参加者による投票に変更する 

〈役員選挙規定第1条、第3条改正〉。 

⑤閉会の要件について規約に明記する（総会出席

者の4分の3以上の賛成をもって閉会とするこ

と）＜規約改正＞。 

  

  以上が検討結果のまとめです。今後、常任委

員会や総会で活発な討議が行われ、新しい方針

が確立されることを期待します。 

 

         （文責：堀川祐里・佐伯芳子） 

存続検討委員会最終報告 



８ 

 SSWW●Society for the Study of Working Women  女性労働通信 NO.80 2025/7/25  

 2025年5月13日（火）19時～21時20分、

Zoom（出 席）竹 信・加 藤・小 島・池 田・  

鷲谷・堀川(オブザーバー）（欠席）中野 

＜報告＞ 

・「女性労働通信」No.79発行（4月25日） 

・毎日学術フォーラム・事務局担当者交代 

・『女性労働研究』第69号発行（4月30日） 

＜議題＞ 

１．第40回女性労働セミナーについて 

・テーマ案：女性労働問題のこれまでとこれから 

・開催時期：9月か10月 ・会場の確保 

・7月の「通信」で会員に案内する。 

・セミナーの報告書を作成する（WEB掲載） 

２．規約改正について 

・審議の結果、以下の改正案を存続検討委員会に

諮ることが了承された。 

・第4章（機関）第10条１の③の削除（企画編集

委員と総務財政委員の定数の決定）、2「副代

表補佐」を削除、２、３、４の「企画編集・総

務財政委員」を「常任委員」に変更。 

・第5章（役員）第11条（役員）の②「副代表2

名」を「副代表（編集委員長）1名」とし、③

「副代表補佐2名」を「事務局長1名」に変更

する。④「企画編集委員若干名」は「常任委員

若干名」とし、⑤「総務財政委員若干名」は削

除する。第12条（役員の職務）②「副代表及

び副代表補佐は…」を「副代表は、編集委員長

を兼務する、代表に事故あるときはこれを代行

する」とする。③「企画編集委員は…」は、

「事務局長は、会のマネジメントを遂行する」

とする。④「総務財政委員は、…」は、「常任

委員は、会計、通信発行、企画、会誌の編集等

必要な業務を行う」に変更する。 

・第6章（会計）第13条（会費）は「年間8000

円とする。なお、非正規雇用者、学生は5000

円とする」を「年間3000円とする」に変更す

る。第15条（会計年度）「6月1日から5月31

日まで」を「8月1日から7月31日まで」とす

る。 

・第7章（解散）第16条2「総会決議により解散

する場合、総会出席者の4分の3以上の承認を

得なければならない」＜新設＞ 

３ 役員選考委員会の立ち上げ 

           

   

2025 年 7 月 3 日（木）19 時 ～ 21 時 20 分、 

Zoom（出 席）竹 信・加 藤・小 島・池 田・   

鷲谷・北口（欠席）中野 

＜報告＞ 

・規約における会費改定が予定されているため、

会員への会費請求は総会以降とする。 

・新入会員 岡村晴美さん、酒井三枝子さん 

・存続検討委員会最終報告提出（6月20日） 

・選挙管理委員会の立ち上げが決まる（3名）。 

・研究例会１開催（浅倉むつ子さん「CEDAW対

日勧告(総括所見)と女性労働」）（5月14日） 

・役員選考委員会 役員候補名簿作成（6月了） 

＜議題＞ 

１．第40回女性労働セミナー最終確認 

日時：9月23日（火・祝日）14：30～18：00 

会場：全労連会館２Fホール 

タイトル：「女性労働問題の現在地」 

基調講演：竹信三恵子さん（SSWW代表） 

パネリスト：伍賀一道さん、蓑輪明子さん、堀川

祐里さん、栗原香さん 

開催方法：ハイブリッド（Zoom参加可）、一般

公開する。会費：1000円、学生500円 

  Peatix利用。 

２．総会：9月23日（火）13：30～14：15 

・総会議案の印刷時期～8月18日頃、下旬発送 

・書面表決の実施と締め切り日 9月16日（火） 

・タイムスケジュール表の作成 

・次期会計監査とスタッフの留任、退任について

の意思確認と依頼（総会で承認） 

・総会議案について、規約改正案の文言の確認、

2024年度の決算報告について、審議した。 

 予算案を作成する上で、必要な確認を行った。 

３．総務財政から 

・「女性労働通信」No.80（7月25日発行）と選

挙告示の書類等を一緒に会員に発送する。 

・名簿の整理を「毎日」に依頼する。 

４．企画編集から 

・7月26日（土）オンライン開催の研究例会２の

司会とコーディネーターその他を決めた。 

５．『女性労働問題研究』の在庫の扱いについて

協議して、対応することにした。会員に案内。 

６．7月15日（火）に第1回拡大常任委員会を開

催して、総会議案の最終チェックを行う。 

 

          （総務財政 加藤喜久子） 

2024年度 第４回常任委員会 2024年度 第５回常任委員会 


